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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.1156 3.1273 +0.0117 3.1997 -0.0724

対円 JPY 35.92 36.21 +0.29 36.27 -0.06

対ユーロ BRL 3.3296 3.3332 +0.0036 3.3849 -0.0517

対ドル JPY 111.93 113.25 +1.32 116.03 -2.78

対ユーロ JPY 119.75 120.67 +0.92 122.69 -2.02

Index 64,835 64,965 +130 61,700 +3,265

bps 237.6 234.2 -3.4 259.6 -25.4

% 10.39 10.38 -0.01 11.32 -0.94

% 11.65 11.64 -0.02 12.23 -0.60

% 1.034 1.034 +0.000 1.015 +0.019

Index 192.3 192.8 +0.5 190.6 +2.2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、引き続き狭いレンジでの値動きが継続しており、３．１２台後半で取引を終
えた。レアル相場は直近半年間で３度、節目の３．１０割れを窺う展開となったものの、いずれもドルの強い
サポートを受けて戻される展開を繰り返している。マーケットでは、Ｇｏｌｄｆａｊｎ中銀総裁が、「既存スワップポジ
ションのロールオーバーをするかどうかは、その時のマーケット次第」と１月末に発言したように、３．１０付近で
突如介入方針を変更する可能性が指摘されており、その警戒感がレアル買いを抑制させているとの見方が
観測されている。なお、同総裁は昨日ブラジリアにおいて、米格付会社Ｍｏｏｄｙ’ｓと面談を行っている（同国
格付けの年次レビューを行うためと推測されている）。また、複数の地元メディアは、下院議長のＲｏｄｒｉｇｏ
Ｍａｉａ氏が２０１３－２０１４年に、建設会社ＯＡＳのＣＥＯであるＬｅｏ Ｐｉｎｈｅｉｒｏ氏（当時）から百万レアルの
賄賂を受け取ったと報じている（本人は否定）。政治リスクの高まりが懸念されるが、マーケットが年金改革の
行方に注目している中では、「影響は軽微なものに留まる」との冷静な見方が優勢となっている。

Ｍｅｉｒｅｌｌｅｓ財務相がブラジリアで記者団に対して、①直近の経済指標は評価に値するが、今年の政府成長
率見通しとしては＋１％を維持する（マーケット見通しは＋０．５％）、②経済が成長を取り戻せば、歳入も増加
するため、財政改革のさらなる進展が期待される、との見解を示した。


